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待降節、今年も玄関先にリースを掛けた。幼少のこ

ろ絵本は決して安いものではなかったが、母は僕に

沢山の童話を読み聞かせてくれた。「最後は幸せに

暮らしましたとさ」とハッピーエンドで締めくくら

れると、本を閉じた途端やたらニッコラカッコラす

る子供だった（らしい）自分だが、その中に子供に

は少し難しい“妙な終わり方”

をする話があった。みなさんよ

く御存知の「マッチ売りの少

女」です。マッチを擦るたびに

ツリーや鶏肉、団らん家族が手

の中の炎に映るシーンがあった

ので、てっきりクリスマスの出

来事かと思っていたら、実は大

晦日が舞台だったのですね。	

　改めてこの作品を読むと、そ

の“妙な終り方”が“実はキリ

スト教文学？”と思えてきま

す。	

売れなければお父さんに叱られ

る。少女は通りでマッチ（意外

ですが、シュッと擦って火をつ

ける軸付マッチは当時最新の発

明品だったそうです）を売りま

すが、まったく売れません。少

女は寒さのあまり、一本も売れなかったマッチを灯

して暖をとろうとします。マッチを擦るたびに、き

れいな部屋、ごちそう、クリスマスツリーなどの光

景が浮かび、最後にすべてのマッチに火を灯すと亡

くなったはずの懐かしいおばあさんの姿が浮かんで

きます。翌朝、街の人々は少女の亡骸を目にしま

す。そしてその	“妙な終り方”が登場します。	

「この子は暖まろうとしたんだね、と、人々は言い

ました。けれども、少女がどんなに美しいものを見

たかということも、また、どんな光につつまれて、

おばあさんといっしょに、うれしい新年をむかえ

に、天国へのぼっていったか

ということも、だれひとり

知っている人はありませんで

した」	

　幼少の頃わからなかった妙

な終り方。「マッチはいかが

ですか？マッチを買ってくだ

さい！」と少女は声をかけま

すが、それは「わたしの命を

助けてください」だったので

すね。「この子は暖まろうと

したんだね」という人々は果

たして少女の隣人だったか？

しかし神だけは少女を見捨て

ず天国に迎えます。	

なぜ少女が身の丈に合わない

大きなスリッパを履いて冬道

に出たのか、なぜ炎の中に登

場したのが少女の両親ではな

くおばあさんだったのかなど、短いストーリーの中

には入信後もなお新たな“妙な場面”に出くわしま

す。きっと少女の気持ち（隣人）にならなければわ

からないことなのですね。	

待降節とマッチ売りの少女


竹原　徳男

曜 午　　　前 午　　　後
1 土 ミサ　10:00　掃除当番太平洋地区　
2 日 ミサ9:30  　典礼当番（太平洋）　
3 月
4 火
5 水
6 木
7 金 入門講座（登別教会）10:30
8 土 ミサ　10:00　運営委員会　　掃除当番太平洋地区　
9 日 集会祭儀9:30　典礼当番（蘭岳）
10 月
11 火
12 水
13 木 入門講座　18:00
14 金 入門講座（登別教会）10:30
15 土 ミサ　10:00　掃除当番太平洋地区　
16 日 ミサ9:30　典礼当番（楽山）新年会
17 月
18 火
19 水
20 木 入門講座　18:00
21 金 入門講座（登別教会）10:30
22 土 ミサ　10:00　掃除当番太平洋地区　
23 日 集会祭儀　9:30　典礼当番（白鳥）
24 月
25 火
26 水
27 木 入門講座　18:00
28 金 入門講座（登別教会）10:30
29 土 ミサ　10:00　掃除当番太平洋地区　
30 日 ミサ10:00　典礼当番（太平洋） ブロック会議（東室蘭）１４：00

31 月 ミサ10:00

2022年1月　教会行事予定表

2021降誕祭・2022新年のご案内

信徒の皆様 
カトリック東室蘭教会 

主の平安 
　朝夕の冷たさに一段と冬の足音を感ずる頃となりまし
た。信徒の皆様にはご清栄のこととお喜び申し上げま
す。早いですが今年の教会の降誕祭とお正月の準備とお
祝いは下記の通りです。

12月19日 日
ミサ・共同回心式   (蘭岳・楽山) 9:30
ミサ・共同回心式 (太平洋・白鳥) 11:00

12月24日 金 降誕祭夜半ミサ ミニパーティー 20:00

12月25日 土 降誕祭日中ミサ ミニパーティー 9:30

12月26日 日 聖家族の祝日ミサ 9:30

1月  1日 
元旦 土 神の母聖マリアの祭日ミサ 

新年交礼会（ミサ後） 10:00

1月  2日 日 主の公現の祭日ミサ 10:00

1月  3日 月 ミサ 10:00

2021降誕祭・2022新年のご案内

信徒の皆様 
カトリック東室蘭教会 

主の平安 
　朝夕の冷たさに一段と冬の足音を感ずる頃となりまし
た。信徒の皆様にはご清栄のこととお喜び申し上げま
す。早いですが今年の教会の降誕祭とお正月の準備とお
祝いは下記の通りです。

12月19日 日
ミサ・共同回心式   (蘭岳・楽山) 9:30
ミサ・共同回心式 (太平洋・白鳥) 11:00

12月24日 金 降誕祭夜半ミサ ミニパーティー 20:00

12月25日 土 降誕祭日中ミサ ミニパーティー 9:30

12月26日 日 聖家族の祝日ミサ 9:30

1月  1日 
元旦 土 神の母聖マリアの祭日ミサ 

新年交礼会（ミサ後） 10:00

1月  2日 日 主の公現の祭日ミサ 10:00

1月  3日 月 ミサ 10:00

2021降誕祭・2022新年のご案内
　朝夕の冷たさに一段と冬の足音を感ずる頃となりました。
信徒の皆様にはご清栄のこととお喜び申し上げます。早いで
すが今年の教会の降誕祭とお正月の準備とお祝いは下記の通
りです。



４．議　事：	

4.1	ミサ・集会祭儀での聖歌について	

　　　教区ではまだ全員で聖歌を歌うことは認めていないのでオルガンの演奏だけをお願いする。	

4.2	シノドスへの対応について	

　担当者（竹原様、山田淳様）からの報告をお願いし、今後の取り組みについて意見交換し	

た。	

　シノドスへの取り組みの趣旨は、シノドスを司教のみのものにすることなく、全信徒で教会共同体

のあり方について考え、意見交換することが求められていることが説明され、意見交換する材料とし

て、シノドス開催の趣意書（？）や１０項のアンケート項目などがあることも報告され、これらに基

づき（基づかなくても良い）、小教区内で分かち合いなどの機会を持ち、結果を担当者が集計し司教

に報告することになるとの説明があった。	

　私達の教会としては、新年から毎月第４主日に分かち合い（ザックバランの会のような）を進め、

その内容を３月末までに報告することとした。	

　分かち合いは小グループ（４～５名程度）とし、進行係を決めて進める。第一回は１月２３日ミサ

後とした。	

なお、分かち合いの準備のために、シラバス担当者から質問形式のアンケート調査を行いたいとの

予定があります。これにより内容を取り良く確認できると思います。	

4.3	クリスマスの飾り付けについて	

　　　　12/12　集会祭儀後に行うこととした。	

4.4	降誕祭及び新年のミサについて（先月決定済み：再掲）	

12/19　ミサ中に共同回心式	

司祭からの提案として、ミサの時間を　9：30と11：00　の２回して下さるので、２回の地区

割をすることとした。	

９時３０分のミサの参加地区は、蘭岳地区と楽山地区	

１１時のミサの参加地区は、太平洋地区と白鳥地区とした。	

ただし、都合の悪い方は自由に変更して良いこととした。	

　　12/24　降誕祭夜半のミサ、午後8時。参加は制限しない。	

　　12/25　降誕祭日中のミサ、　午前9時30分。参加は制限しない。	

　　12/24のミサ後は例年通りミニパーティー（アルコールはなし）	

　　12/25のパーティーについても、コロナの感染防止に配慮して、ミニパーティーとし、食事の	

　　　　　　用意はしないこととした。	

　　1/1，1/2，1/3　３日とも午前10時　1/1はミサ後新年交礼会	

4.5ルンバの購入について	

　　山田淳さんから資料をもとに説明を受け、高性能の機器をまず２週間試用できるプランに申	

　　し込むこととした。	

4.6	その他	

　　　・入門講座は年内は１２月１６日までとし、新年は１月１８日から再開する５．	

５.司祭の予定	
特に予定はない。	

６．ミサ・集会祭儀の予定	
12/12	集会　　12/19	ライヤ師　　12/24	ライヤ師　　12/25	ライヤ師　　12/26	集会	
1/2	ライヤ師　　1/9	集会　　1/16	ライヤ師　　1/23	集会　　1/30	ライヤ師	

2021年度第4回運営委員会 議事録 
2021年10月2日㈯10:45～11:40 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 
３．報　告：	
　　	
3.1	１２，１月の予定	

12月　5日（日）　待降節第二主日、ミサ（楽山地区典礼当番）、	
　　　　　　　　	　ミサ後12月の運営委員会	
12月１２日（日）　待降節第三主日、集会祭儀（太平洋地区典礼当番）、例会予定日	
　　　　　　　　　　クリスマスの飾り付け	
12月１９日（日）　待降節第四主日、ミサ（白鳥地区典礼当番）、	
12月２４日（金）　降誕祭夜半のミサ、全員参加、	
12月２５日（日）　降誕祭、ミサ全員参加	
12月２６日（日）　聖家族の祝日、集会祭儀（楽山地区典礼当番）	
１月　１日（土）　神の母聖マリアの祭日、新年交礼会	
１月　２日（日）　主の公現の祭日、ミサ（太平洋地区典礼当番）	
１月　８日（土）　　ミサ後１月の運営委員会	
１月　９日（日）　主の洗礼の祝日、集会祭儀（蘭岳地区典礼当番）	
　　　　　　　　　　クリスマスの飾り片付け	
１月１６日（日）　年間第二主日、ミサ（楽山地区典礼当番）、ミサ後新年会	
１月２３日（日）　年間第三主日、集会祭儀（白鳥地区典礼当番）、シノドス分かち合い	
１月３０日（日）　年間第四主日、ミサ（太平洋地区典礼当番）、ブロック会議（東室蘭）	

3.2	苫小牧地区連絡協議会（11/14)苫小牧教会　　　	
　挨拶、札幌教区、各ブロックの報告、各教会からの報告の後、協議事項に入る	

　　　・シノドスへの準備について　19日のZoomで確認	
　　　・宣司評委員について	
　　　・信徒大会について　2022年、苫小牧で開催を検討	
　　　・小林神父様の金祝のお祝い会について　コロナが落ち着けば苫小牧で開催の予定	

　3.3	財務報告	
　　　　　別添資料参照

アンデルセンは、非常に敬虔なキリスト教徒だった

そうです。恥ずかしながら僕は入信する前までこの

お話を「お涙ちょうだいの悲哀話」と理解していま

した。それがカトリックの水に住むようになって、

死とは新しい世界への旅立ということを折に触れ聞

くことで、このお話の“妙な終り方”の謎が解けた

気がします。さまざまな苦しみを味わいながらもな

んとか「救い」に向かって進んでいこうとする人

を、最終的に神は救済します。死はけっして不幸な

出来事ではないということです。	

終わりではなく始まり。待降節に毎週１本ずつ４本

のローソクをともすことと、少女がマッチを擦る回

数が４回であることがなんだか重なってみえてきま

すね。　	

「マッチを買ってください！」とＳＯＳを出してい

る人は全世界にいます。シノドス2023で教皇フラン

シスコが私たちに問いかけているのは草の根的な

「わかちあい」。教皇は『ともに歩む教会のため～

交わり、参加、そして宣教～』として国内外を問わ

ず私たち信徒一人ひとりに意見を求めています。東

室蘭教会での教区シノドス分かち合いには是非多く

の思いを寄せてほしい。そんなことを考えながら玄

関先のリースを、いつもよりチョット深めに（？）

祈りを込めて掛けたのでありました。	

月 １２

第一主日

第二主日 太平洋

第三主日 白鳥

第四主日 楽山

第五主日

掃除当番 蘭岳

１ ２ ３

太平洋 蘭岳 蘭岳

蘭岳 蘭岳 太平洋

楽山 白鳥 太平洋

白鳥 太平洋 楽山

太平洋

太平洋 白鳥 蘭岳

左の表は典礼当番の地区表です。 

ミサ・集会祭儀の参加地区は当分決めません。

互いに密にならないよう気をつけて自由に参加

して下さい。


